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笠間が好きなひと。応援したいひと。この指とまれ！

http://www.city.kasama.lg.jp/fanclub/

陶人形のランプの光に囲まれてお茶をいただ
いたり、初めての方でも土の事を学びながら
楽しく創作体験できるプランです。
小林さんご夫妻からのメッセージ「木々の香
り、木漏れ日、鳥のさえずりを感じながら、
私たちの工房で心ゆくまで陶芸を楽しんでい
ただきます。初心者の方も経験者も丁寧にサ
ポートいたします」
旅行代金…8,600円～9,800円（タクシー付き）
出　発　日…火・土・日・祝旅行プラン

アロマランプを作ろう！
詳しくは　 ☜ものつくり体験／コースNo.14－0118

夏のイベント情報（夏祭り情報　ほか）
食の逸品「ブルーベリージャム／フラワーヒル花ぞの」
笠間ファン倶楽部体験事業報告
かさまアート情報　　我らは笠間応援団！ 　ほか

笠間昔話「大黒石」
石の百年館～稲田エリア特集
マイ猪口倶楽部

表紙写真（上段）笠間のまつり・光のオブジェ（ねぶた）＆神輿パレード、灯籠流し　（下段）十六夜まつり、石の百年館、笠間稲荷神社・茅の輪くぐり
表紙写真提供（敬称略）桜井ケイシ（右上）／フォトコンテスト応募作品より

東京方面から
上野→（JR常磐線・特急65分）→友部→
（JR水戸線10分またはかさま観光周遊バス10分）→笠間
上野→（JR常磐線）→岩間→（JR常磐線6分）→友部→（JR水戸線10分）→笠間
東北方面から
郡山→（JR東北新幹線80分）→小山→（JR水戸線60分）→笠間
→（JR水戸線10分）→友部→（JR常磐線6分）→岩間

電車からのアクセス

高速道路からのアクセス

東北自動車道

関
越
自
動
車
道

栃木都賀JCT

岩舟JCT高崎JCT

笠間観光協会HP　検索

　４月から東京秋葉原
と笠間を結ぶ関東やき
ものライナーが益子ま
で延伸運行され、益子
から東京までバスで直
接結ばれたことを大い

に喜んでおります。茨城交通様をはじめ笠
間の皆様のご尽力に心から感謝しておりま
す。それを機に、「かさましこ観光協議会」
を笠間市、益子町、笠間観光協会、益子町
観光協会とで立ち上げました。笠間と益子
は関東の焼き物のメッカとして多くのファ
ンの方々にお越しいただいておりますが、
これから更に、両地の特徴を生かし、お客
様にもっと楽しんでいただけるように協力
して様々な方法で活動していきたいと思い
ます。どうかよろしくお願いします。
　私にとって、笠間は、子供の時に祖父に
連れられて行った笠間稲荷と菊まつりの思
い出の地です。菊の栽培が趣味だった祖父
は丹精込めて菊を育てておりました。その
祖父の菊の花が菊まつりの品評会の会場で
金賞の短冊を付けられて展示されているの
を見て子供ながらにすごいなーと思った記
憶が蘇ります。また、笠間の印象は酒の旨
い街です。笠間で飲み歩いた夜に笹目酒造

さんの横の道で、吟醸酒を醸すいい香りが
蔵から香ってきたのを鮮明に思い出します。
　さて、私は観光協会に関わって、焼き物
を知る機会が増えました。歴史を紐解くと、
益子は笠間の弟の関係とのこと。それは江
戸時代後期に益子焼をはじめた大塚啓三郎
が笠間で陶器づくりを学んだことに始まっ
ているからです。仏の山峠をはさんだ両地
は、似たような道をたどってきました。水
道が整備される以前、水汲みが子供の仕事
であったころ、当地で作られた水甕が台所
の必需品で、味噌が現在のようにペースト
状で売られる前は、朝の味噌汁に入れる味
噌に入っている大豆をすりつぶすすり鉢も
どこの家にもあった。その水甕、すり鉢、
食器などを生産し販売していた両地。当時、
観光客は来ていなかったでしょうね。そん
な中でも、明治時代後期に、製品をたくさ
ん輸出していた記録もありました。現在の
クールジャパンの輸出戦略のようです。更
に歴史を見ていくと、関東大震災のときに
は、東京方面に貨車で支援物資として大量
の陶器や米、材木類を送った記録がありま
した。一昨年の東日本大震災での私たちの
対応と先人たちの行動が同じだったと知り、
時代はめぐると感じます。

　その後、時代は変わり、水道や金属の鍋
釜の普及で陶器の需要は減り、両地は個人
作家の手造り品で新たな魅力を発信し、多
くのお客様にお越しいただく産地になって、
高度成長期、陶芸ブームがあり、春・秋の
陶器市はすでに40年の歴史を数えます。
　若い陶芸家たちの交流も盛んですし、益
子焼と笠間焼を並べる店もたくさんありま
す。笠間が自由な作風の個人作家の多様な
商品が豊富なのに対し、益子には、量産品
もあることや浜田庄司先生の民芸運動の影
響を受けた商品も多いのが両地の違いで
しょうか。板谷波山先生に始まる茨城工芸
会、松井康成先生の存在、益子の浜田先生、
島岡達三先生、加茂田章二先生の存在をは
じめ多くの先人たちの活躍で現在のこの地
の賑わいがあるのだと思います。また、多
くの陶芸ファンの皆様の思いでこの地が支
えていただいていると感じます。とにかく、
この「かさましこ」関東の焼き物のメッカ
が今後ますますファンの皆様にお越しいた
だけるように連携して頑張っていきたいと
思います。今後ともよろしくお願い申し上
げます。

高速バス（関東やきものライナー）からのアクセス

東京方面から
秋葉原駅→（110分）→笠間手越→やきもの通り→笠間駅前
→笠間稲荷神社入口→笠間ショッピングセンター
※大人片道 1,250円×2枚（2,500円）
　片道のみの場合　大人1,500円　小人750円

結ばれた陶の里「かさましこ」 益子町観光協会　会長　外池  茂樹（株式会社 外池酒造店  代表取締役）

K A S A M A  F A N

笠間へのアクセスAccess
JR東北本線

JR両毛線
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　笠間つつじまつりの会場である「笠間つつじ公園」

方面を目指し、ゆるやかな山道を登って行き、佐白山

頂方面への分かれ道へ。この道を少し進むと“大黒石

（だいこくいし）”と呼ばれる大きな石があります。今

回の笠間昔話は、この石の歴史を紹介します。

　鎌倉時代の初め頃、佐白山に「三白山正福寺」とい

うお寺があり、100人ほどのお坊さんが修行してい

ました。同じ頃、笠間から少し北の山（旧七会村、現

在の城里町）にある徳蔵寺では、300人ほどのお坊さ

んが修業をしていました。どちらも真言宗のお寺でし

たが勢力争いのため、敵対する関係にありました。そ

の関係はやがて、僧兵（武装した僧侶）による武器を

交えての戦いにまで発展しました。ある日のこと、徳

蔵寺の僧兵が正福寺へ攻め込みました。不意を突かれ

た正福寺勢は、佐白山の頂き近くまで追い込まれまし

た。もう終わりかと思われたその時、頂き近くから小

山ほどの大きな石が音を立てながら転がり落ちました。

徳蔵寺勢はこの石の下敷きになり多くの死者が出まし

た。こうして正福寺勢は難を逃れました。石は元々、

頂き近くに２つありました。１つは大黒様の形、もう

１つは巾着袋の形をしていました。不思議なことに、

転がらずに残っていたはずの大黒様の形をした石は、

いつの間にか消えてしまっていたそうです。こうした

ことから、正福寺勢に福をもたらしたこの石をいつし

か「大黒石」と呼ぶようになりました。

　石の中央に小さなくぼみがありますが「大黒石のお

へそ」と呼ばれており“このへそ穴に小石を３度続け

て投げ入れると願い事が叶う”という言い伝えが残っ

ています。入っていた石を落としてしまうと願い事は

叶わないそうなので、試したい人は慎重に。

　大黒石までは笠間稲荷神社から徒歩で15分程度。

途中には「笠間日動美術館」や笠間市にゆかりのあっ

た坂本九氏の疎開先だった「九ちゃんの家」、さらに

「坂本九歌碑」もあります。散歩がてらぜひ一緒に訪

れてみてください。
参考文献／『笠間の民話（上）』（笠間市生涯学習推進本部）

◆車の茅の輪くぐり　6/22（日） 10:00～
　場／佐白山麓笠間稲荷神社外苑駐車場　料／1,000円～
◆夏越の大祓式―茅の輪くぐり―　6/30（月） 16:30～
◆事比羅祭　8/1（金） 13:00～
◆末社祭　8/1（金） 15:00～
◆献燈祭　8/３（日） 17:00～
◆中秋祭　9/８（月） 16:30～
◆小笠原流弓術奉納式　9/23（火・祝） 12:30～

◆夏越大祓祭（なごしのおおはらいさい）　6/29（日）14:00～
◆ガラスフェア（出雲館）　8/９（土）～8/17（木）　
◆夏のみたままつり　8/15（金） 18:00～
　みたまむすびの霊行・提灯献灯
◆秋のみたままつり　9/23（火・祝） 11:00～

◆サマーセミナー　第19-2回 稲田禅房 「市民大学」 講座 
　7/19（土）～7/20（日）
　（1）今井雅晴先生（筑波大学名誉教授）　19日 13:00～16:00
　　 「仏教の出家と家族―釈迦から親鸞まで―」
　（2）小山聡子先生（二松学舎大学准教授）　20日 ９:00～12:00
　　 「親鸞の信仰と呪術」
　（3）今井先生と小山先生のご対談　20日 12:00～12:30
　　開講式（19日 12:45）・閉講式（20日 12:40）
　　寺内案内tour（20日 14:00～14:30）
〈応募要領〉１日3000円・2日5500円、定員70名。スプリングセミ
ナーを受講された方には割引有。7/16（火）までにお申し込みくだ
さい。ご宿泊（7200円）・ご昼食（720円）も承ります。

◆玉日さま・恵信尼さま報恩講　9/７（日）
　玉日廟への「わらじ参り」　8:30～9:45
　お日中のお経 11:00～12:00
　お説教　13:00～14:00

◆平神社 祇園祭（花火大会）
　7/●（土）・ 7/●（日）
昔ながらの當家制度を受継ぐ祭。上町、中町、下町、橋爪の四町で神輿
を担ぎ、各町内を練り歩きます。当主は神輿が當家に来るまでの間、四
方竹の中にこもり、渡御中は、話すことを禁じられます。また、1年間、
キュウリと川魚を口にしてはいけないそうです。
　場／平町、橋爪地区
◆八坂神社の祇園祭
　8/２（土）・ 8/３（日）
　八坂神社の神輿や子ども神輿が市内を練り歩きます。
　場／笠間稲荷神社門前通りほか
　問／笠間観光協会　tel 0296-72-9222
◆第14回 全国こども陶芸展 in かさま
　8/1（金）～８/31（日） 9:30～17：00　※8/4、18、25は休館
　場／茨城県陶芸美術館　県民ギャラリー
　問／茨城新聞社 営業企画部　tel 029-239-3005

◆十六夜まつり
　8/13（水）・ 8/14（木） 18:00～21:00
笠間芸術の森公園にほど近い、陶の小径（とうのこみち）では、地元の
陶芸家や窯元などが制作した約1,000本の陶の筒灯りが歩道に並べ
られ、幻想的な夏の夜を演出します。　
　場／陶の小径　　問／やまさき陶苑　tel 0296-72-6865
◆笠間のまつり
　8/16（土） 灯籠流し　18:00～21:00（20:30最終受付）
　8/17（日） ねぶた＆神輿パレード　18:00～21:30
笠間の夏を彩る恒例のお祭りです。8/16には「灯籠流し」、8/17には
「光の創作オブジェ（ねぶた＆神輿）パレード」が行われます。市民手作
りのねぶたや、「ラッセーラー、ラッセーラー」の掛け声で知られる跳
ね人による盛り上がりは圧巻です。
　場／笠間稲荷神社周辺
　問／笠間市商工観光課　tel 0296-77-1101
　　　笠間観光協会　tel 0296-72-9222
◆GARAGE PICNIC BAZAAR vol.９
　9/20（土）・9/21（日） 10:00～17:00（最終日は16:00まで）
　場／笠間市上加賀田1035　問／tel 090-3478-4723 （宮本）
◆第６回　月見の会
　9/13（土） 18:00～20:00
「中秋の名月」に笠間つつじ公園山頂にて、秋の一夜を楽しんで頂きま
す。かがり火とキャンドルで演出する「笠間稲荷ばやし」などの演目は
必見です。地元で手作りの食事もご用意してあります。
　場／笠間つつじ公園　問／tel 080-1987-1146 （福田）
◆第８回　かさま新栗まつり
　10/4（土） 9:00～16:00、  10/5（日） 9:00～15:30 （予定）
　場／市民センターいわま（笠間市役所岩間支所）
　問／笠間市農政課　tel 0296-77-1101

◆北山公園・キャンプ場
　無料のキャンプ場とバーベキュー場があります。
　料／無料（キャンプ場の使用、鉄板レンタル、ほか）
　問／北山公園管理事務所　tel 0296-78-3911
◆スカイロッジ・バーベキュー広場
燦々と降り注ぐ太陽の下、標高300メートル付近から遠く太平洋、
霞ヶ浦が望めます。
　営／10:00～14:00　料／1セット2,550円
　問／スカイロッジ管理事務所　tel 0299-45-6622
◆笠間いきいき市場
　毎月第３日曜日　9:00～15:00
　場／友部公民館
　問／いきいき市場事務局　tel 0296-78-5888
◆栗の家  骨董市
　毎月第１・３日曜日　6:00～15:00　　場／栗の家
　問／tel 0299-45-5124 （※悪天時：誠屋 tel 090-1660-3460）
◆バザール de いわま　毎月第2日曜日　9:00～15:00
　場／岩間駅南広場
　問／tel 090-3009-7883 （根本）

問／tel 0296-73-0001笠間稲荷神社
http://www.kasama.or.jp/

笠間昔話

笠間のお坊さんを守った大黒石

夏　の　イ　ベ　ン　ト　情　報　　2014. 6 → 2014. 9

イベント各種　※掲載は開催日時順

おすすめ施設・定期開催イベント

問／tel 0296-74-3000出雲大社  常陸
http://www.izumotaisha.or.jp/

問／tel 0296-74-2042稲田禅房 西念寺（稲田御坊）
http://www.inadagobo.org/

大黒石までのアクセス
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茅の輪くぐり

笠間のまつり

　笠間つつじまつりの会場である「笠間つつじ公園」

方面を目指し、ゆるやかな山道を登って行き、佐白山

頂方面への分かれ道へ。この道を少し進むと“大黒石

（だいこくいし）”と呼ばれる大きな石があります。今

回の笠間昔話は、この石の歴史を紹介します。

　鎌倉時代の初め頃、佐白山に「三白山正福寺」とい

うお寺があり、100人ほどのお坊さんが修行してい

ました。同じ頃、笠間から少し北の山（旧七会村、現

在の城里町）にある徳蔵寺では、300人ほどのお坊さ

んが修業をしていました。どちらも真言宗のお寺でし

たが勢力争いのため、敵対する関係にありました。そ

の関係はやがて、僧兵（武装した僧侶）による武器を

交えての戦いにまで発展しました。ある日のこと、徳

蔵寺の僧兵が正福寺へ攻め込みました。不意を突かれ

た正福寺勢は、佐白山の頂き近くまで追い込まれまし

た。もう終わりかと思われたその時、頂き近くから小

山ほどの大きな石が音を立てながら転がり落ちました。

徳蔵寺勢はこの石の下敷きになり多くの死者が出まし

た。こうして正福寺勢は難を逃れました。石は元々、

頂き近くに２つありました。１つは大黒様の形、もう

１つは巾着袋の形をしていました。不思議なことに、

転がらずに残っていたはずの大黒様の形をした石は、

いつの間にか消えてしまっていたそうです。こうした

ことから、正福寺勢に福をもたらしたこの石をいつし

か「大黒石」と呼ぶようになりました。

　石の中央に小さなくぼみがありますが「大黒石のお

へそ」と呼ばれており“このへそ穴に小石を３度続け

て投げ入れると願い事が叶う”という言い伝えが残っ

ています。入っていた石を落としてしまうと願い事は

叶わないそうなので、試したい人は慎重に。

　大黒石までは笠間稲荷神社から徒歩で15分程度。

途中には「笠間日動美術館」や笠間市にゆかりのあっ

た坂本九氏の疎開先だった「九ちゃんの家」、さらに

「坂本九歌碑」もあります。散歩がてらぜひ一緒に訪

れてみてください。
参考文献／『笠間の民話（上）』（笠間市生涯学習推進本部）

◆車の茅の輪くぐり　6/22（日） 10:00～
　場／佐白山麓笠間稲荷神社外苑駐車場　料／1,000円～
◆夏越の大祓式―茅の輪くぐり―　6/30（月） 16:30～
◆事比羅祭　8/1（金） 13:00～
◆末社祭　8/1（金） 15:00～
◆献燈祭　8/３（日） 17:00～
◆中秋祭　9/８（月） 16:30～
◆小笠原流弓術馬術礼法　9/23（火・祝） 12:30～

◆夏越大祓祭（なごしのおおはらいさい）　6/29（日）14:00～
◆ガラスフェア（出雲館）　8/９（土）～8/17（日）　
◆夏のみたままつり　8/15（金） 18:00～
　みたまむすびの霊行・提灯献灯
◆秋のみたままつり　9/23（火・祝） 11:00～

◆サマーセミナー　第19-2回 稲田禅房 「市民大学」 講座 
　7/19（土）～7/20（日）
　（1）今井雅晴先生（筑波大学名誉教授）　19日 13:00～16:00
　　 「仏教の出家と家族―釈迦から親鸞まで―」
　（2）小山聡子先生（二松学舎大学准教授）　20日 ９:00～12:00
　　 「親鸞の信仰と呪術」
　　  今井先生と小山先生のご対談　20日 12:00～12:30
　開講式（19日 12:45）・閉講式（20日 12:40）
　寺内案内tour（20日 14:00～14:30）
〈応募要領〉１日3000円・2日5500円、定員70名。スプリングセミ
ナーを受講された方には割引有。7/16（水）までにお申し込みくだ
さい。ご宿泊（7200円）・ご昼食（720円）も承ります。

◆玉日さま・恵信尼さま報恩講　9/７（日）
　玉日廟への「わらじ参り」　8:30～9:45
　お日中のお経 11:00～12:00
　お説教　13:00～14:00

◆恋人の聖地 in 北山公園ライトアップ
7/12（土）～26（土） 18:00～21:00
場／北山公園
問／笠間青年会議所　koibitokitayama@gmail.com
◆八雲神社　夏季例祭
7/19（土）・7/20（日）
勇ましい掛け声とともに関係町内の神輿が渡御。
場／友部駅周辺
◆平神社 祇園祭（花火大会）
　7/26（土）・ 7/27（日）
昔ながらの當家制度を受継ぐ祭。上町、中町、下町、橋爪の四町で神輿
を担ぎ、各町内を練り歩きます。当主は神輿が當家に来るまでの間、四
方竹の中にこもり、渡御中は、話すことを禁じられます。また、1年間、
キュウリと川魚を口にしてはいけないそうです。
　場／平町、橋爪地区
◆八坂神社の祇園祭
　8/２（土）・ 8/３（日）

　八坂神社の神輿や子ども神輿が市内を練り歩きます。
　場／笠間稲荷神社門前通りほか
　問／笠間観光協会　tel 0296-72-9222
◆第14回 全国こども陶芸展 in かさま
　8/1（金）～８/31（日） 9:30～17：00　※8/4、11、18、25は休館
　場／茨城県陶芸美術館　県民ギャラリー
　問／茨城新聞社 営業企画部　tel 029-239-3005
◆十六夜まつり
　8/13（水）・ 8/14（木） 18:00～21:00
笠間芸術の森公園にほど近い、陶の小径（とうのこみち）では、地元の
陶芸家や窯元などが制作した約1,000本の陶の筒灯りが歩道に並べ
られ、幻想的な夏の夜を演出します。　
　場／陶の小径　　問／やまさき陶苑　tel 0296-72-6865
◆笠間のまつり
　8/16（土） 灯籠流し　18:00～21:00（20:30最終受付）
　8/17（日） 光のオブジェ（ねぶた）＆神輿パレード　18:00～21:30
笠間の夏を彩る恒例のお祭りです。市民手作りのねぶたや、「ラッセー
ラー、ラッセーラー」の掛け声で知られる跳ね人による盛り上がりは
圧巻です。
　場／笠間稲荷神社周辺
　問／笠間市商工観光課　tel 0296-77-1101
　　　笠間観光協会　tel 0296-72-9222
◆GARAGE PICNIC BAZAAR vol.９
　9/20（土）・9/21（日）
　10:00～17:00（最終日は16:00まで）
　場／笠間市上加賀田1035　問／tel 090-3478-4723 （宮本）
◆第６回　月見の会　9/13（土） 18:00～20:00
「中秋の名月」に笠間つつじ公園山頂にて、秋の一夜を楽しんで頂きま
す。かがり火とキャンドルで演出する「笠間稲荷ばやし」などの演目は
必見です。地元で手作りの食事もご用意してあります。
　場／笠間つつじ公園　問／tel 080-1987-1146 （福田）
◆第８回　かさま新栗まつり
　10/4（土） 9:00～16:00、  10/5（日） 9:00～15:30 
　場／市民センターいわま（笠間市役所岩間支所）
　問／笠間市農政課　tel 0296-77-1101
◆笠間浪漫　10/10（金）～13（月・祝） 9：00～21：00
　場／笠間芸術の森公園イベント広場
　問／笠間観光協会　tel 0296-72-9222

◆北山公園・キャンプ場
　無料のキャンプ場とバーベキュー場があります。
　料／無料（キャンプ場の使用、鉄板レンタル、ほか）
　問／北山公園管理事務所　tel 0296-78-3911
◆スカイロッジ・バーベキュー広場
燦々と降り注ぐ太陽の下、標高300メートル付近から遠く太平洋、
霞ヶ浦が望めます。
　営／10:00～14:00　料／1セット2,550円
　問／スカイロッジ管理事務所　tel 0299-45-6622
◆笠間いきいき市場
　毎月第３日曜日　9:00～15:00　　場／友部公民館
　問／いきいき市場事務局　tel 0296-78-5888
◆栗の家  骨董市
　毎月第１・３日曜日　6:00～15:00　　場／栗の家
　問／tel 0299-45-5124 （※悪天時：誠屋 tel 090-1660-3460）
◆バザール de いわま　毎月第2日曜日　9:00～15:00
　場／岩間駅南広場　　問／tel 090-3009-7883 （根本）

十六夜まつり

問／tel 0296-73-0001笠間稲荷神社
http://www.kasama.or.jp/

笠間昔話

笠間のお坊さんを守った大黒石

夏　の　イ　ベ　ン　ト　情　報　　2014. 6 → 2014. 10

イベント各種　※掲載は開催日時順 おすすめ施設・定期開催イベント

問／tel 0296-74-3000出雲大社  常陸
http://www.izumotaisha.or.jp/

問／tel 0296-74-2042稲田禅房 西念寺（稲田御坊）
http://www.inadagobo.org/

大黒石までのアクセス

大
黒
石

笠間
稲荷神社

常陽銀行

笠間
日動
美術館

至 R50

至 友部IC
R355

P

P

P

笠間つつじ公園

笠間稲荷神社
から徒歩で
15分ほど

坂本九歌碑

九ちゃん
の家

▲つつじ山

至 

佐
白
山
頂
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至 小山
　 笠間西IC　笠間の稲田エリアから採掘される稲田石（稲田みか

げ石）は、日本橋や最高裁判所、日本銀行本店、東京

駅など、日本を代表する建築物に使われてきた優れた

石材です。稲田駅に隣接する石の百年館では、稲田石

の特徴を実際の石などを使って分かりやすく解説。歴

史が分かる昔の写真も展示されています。観光交流セ

ンターとしての役割も果たしているので、笠間の情報

収集を兼ねて気軽に立ち寄りましょう。入館は無料。

　稲田駅周辺には稲田石の採掘場である「石切山脈」を

はじめ、酒蔵の「磯蔵酒造」、手作り和菓子の「中村菓

子店」、手打ちそばの「のざわ」など、おすすめの場所

がいくつもあります。国道50号線を少し西へ行くと、

親鸞聖人ゆかりのお寺「稲田禅房  西念寺」もあります。

この機会に笠間の稲田エリアを満喫してください。

　来場者が48万人を超えた県下No.1のGWビッグイ

ベント「笠間の陶炎祭（ひまつり）」。200軒を超える

窯元や陶芸家が出展する中で、お気に入りの笠間焼の

お猪口を巾着に入れて持ち歩くことを提唱する「マイ

猪口倶楽部」のブースが出展されました。昨年施行さ

れた「笠間市地酒を笠間焼で乾杯する条例」を受けた

もので、訪れた人たちは、お気に入りのマイ猪口を巾

着といっしょに購入し、笠間の地酒を楽しみました。

　一方、もう１つのビッグイベント「笠間のつつじま

つり」も開花のタイミングに恵まれ、多くのお客様で

にぎわいました。写真を絡めて紹介します。

　稲田石の採掘場である石切山脈は、一
度は見学して欲しいおすすめのスポッ
ト。見下ろせば石の屏風を思わせる絶景
が広がっています。また、日本を代表す
るデザイナーとコラボした、いなだス
トーンエキシビション作品も展示中。見
学の際は㈱想石（tel 0296－74－2112）
へひと声かけてください。

石切山脈

石の百年館

磯蔵酒造

稲田駅

中村菓子店

のざわ

R50

至 水戸

JR水戸線

至 小山駅 至 水戸駅

中村菓子店
昔ながらの手作り和菓子
問／0296－74－2018

磯蔵酒造
試飲OK！銘酒“稲里”の酒蔵
問／0296－74－2002

手打ちそば処　のざわ
常陸秋そばを使った本格手打ちの田舎そばで
評判の人気店　　問／0296－74－3876

夏におすすめ！具だくさんの
冷やしたぬきそば

迫力満点の石切山脈 いなだストーンエキシビション作品も展示

㈱想石

稲田石貼り上げ＆ガラス張りの外観 髙田商店（現・㈱タカタ）の駅前事務所 （大正11年撮影）館内は明るく開放的な雰囲気

石の百年館
9:00～17:00（10月から３月は16:00まで）
休／月曜日（月曜祝日は翌日）　料／無料
問／0296－74－5114

西念寺

ち  ょ  こ
市内外問わず、たくさんのお客様でにぎわう両会場

石の百年館オープン！  注目の稲田エリア
圧巻！石切山脈

I N A D A  M A P

茨城県筑西市から  「陶炎祭とつつ
じまつり、どちらも楽しみます！」

マイ猪口倶楽部展のブースを
会場内に設置しました

石の百年館オープン！  注目の稲田エリア

マイ猪口倶楽部 in 陶炎祭ひまつり

笠間つつじまつりも大盛況！お猪口と巾着を
販売しました

陶炎祭（ひまつり）会場
ブラジルから来られた
おふたり 「つつじ、キ
レイです」

水戸から来られた笠間ファン倶楽部会員のおふたり↑

東京から来ました！

JR水戸線の稲田駅前に石の百年館がオープンしました。

日本橋や最高裁判所など、日本を代表する建築物に使われ

てきた「稲田石」について楽しく学べるチャンスです。

周辺のおすすめスポットも合わせて紹介します！

稲田駅周辺
のおすすめ

市内外問わず、たくさんのお客様でにぎわう両会場
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　こだわりと愛着を持って二百余年の伝統を守り
続ける笠間焼陶器の窯元です。笠間焼の歴史館、世
界の焼き物博物館併設。
【有料会員特典】 陶芸教室体験料10％引き
住／笠間市下市毛754
電／0296-72-0670
営／9:00～17:00　休／年末年始
http://www.seitou-fukuda.com

製陶ふくだ
　笠間焼の器で笠間食材を活かした季節の料理作
りに取り組んでおります。是非ご賞味ください。
【会員特典】 お食事のお客様はソフトドリンク１杯サービス
住／笠間市笠間2517-1
　　（ホテルイオアルフェラッツ1階）
電／0296-72-9928 （FAX兼）
営／11:30～21:00　休／月曜日（祝日の場合は翌日）
http://www.k-monomi.com

笠間森のレストランMONOMI
　「笠間芸術の森公園」近くの小高い丘の上にある
笠間のパノラマが見えるカフェです。自然好きな方
におすすめ！
【会員特典】 ケーキセットご注文の方100円引き
住／笠間市笠間2518-6
電／0296-72-0250
営／11：00～18：00　休／木曜日
http://ameblo.jp/kasama-dropin

ドロップイン

◆「画家岸田劉生の軌跡　油彩画、装丁画、水彩画などを中心に」
　6/21（土） ～8/17（日）
◆画家の夢と世界の児童画　8/21(木)～9/28(日)
　日本近現代洋画家が描く夢あふれる作品と世界児童画コンテ
　スト優秀作品を展示します。
　開／9:30～17:00（入館受付は16:30まで）
　休／毎週月曜日（但し7/21は開館、22日は休館）
　料／大人1000円、大学・高校生700円、中学・小学生300円、
　　　65歳以上800円（20名以上の団体は各200円割引）
　春風萬里荘（北大路魯山人旧居）との共通券／大人1400円、
　　大学・高校生900円、中学・小学生400円、65歳以上1100円
　　（20名以上の団体は各200円割引）

◆今野春雄　焼き〆陶展　7/1（火）～7/13（日）
◆小林伸光　陶展　7/1（火）～7/13（日）
◆ひのもと+藤原里子作陶展　7/15（火）～7/27（日）
◆Ｄ・Ｏの仕事　7/15（火）～7/27（日）
◆見て楽しい花入・食器　7/29（火）～8/10（日）
◆食卓の情景展　7/29（火）～8/3（日）
◆渡辺幸子展　8/19（火）～8/24（日）
◆菅原佳苗展　8/19（火）～8/24（日）
◆小林あやこグループ展　9/2（火）～9/15（月・祝）
◆エダマメワークス　9/2（火）～9/15（月・祝）
◆井上卓作陶展　9/17（水）～9/28（日）
◆宇田直人展　9/17（水）～9/28（日）

◆企画展 「麗しのマイセン」　4/26（土）～7/13(日)
　愛らしく表情豊かな19世紀のマイセン人形とディナーセットによる優雅な
　世界を紹介します。
　料／一般720円(570円)、高大生510円(410円)、小中生260円(210円)
◆コレクション展 「新収蔵品展」　6/10（火）～9/28(日)
　平成25年度に新たに加わった人間国宝　前田昭博の「白瓷面取壺」をはじ　
　め，現代陶芸を代表する作品19点を展示紹介します。
　料／一般310円(260円)、高大生260円(210円)、小中生150円(120円)
　※本展のチケットで　テーマ展「和食と現代陶芸」もご覧になれます。
◆テーマ展「和食と現代陶芸」　6/4（水）～9/10(水)

　県内作家を中心とする12名の作品により，様々な食卓を彩る現代陶芸の一
　端を紹介します。
　料／一般310円(260円)、高大生260円(210円)、小中生150円(120円)
　※本展のチケットで　コレクション展「新収蔵品展」もご覧になれます。
　　　開／9:30～17:00（入場は16:30まで）
　休／毎週月曜日(ただし、祝日の場合は開館し翌日休館)
　※（　）内は20名以上の団体料

◆かつら陶芸　問／tel 0296-72-6688
●沼野秀章・穂高隆児　二人展　6/22(日)～7/6(日)
●益子惇一作陶展　9/13(土)～9/30(火)

◆きらら館　問／tel 0296-72-3109
●出町光識　「出町光識　作陶展」　6/17(火)～6/29(日)　
　笠間の作家。独自の感性で表現される個性溢れる作品を展示。
●工房ゆずり葉　「ゆずり葉　４人展」　7/1(火)～7/13(日)　
　花模様で人気の野村晃子、本藤千寿、木村扶由子、谷口なづみの作品展。
●河野カイ　「河野カイ　作陶展」　7/15(火)～7/27(日)　
　笠間の作家。繊部・黄瀬戸などの日常使いの食器を中心に展示。
●ネコ展　7/29(火)～8/17(日)　
　40人以上のねこ作家さんを集めてのねこ展。どこを見渡してもねこだらけ。
●外山亜基雄・高橋協子「story’s　2014」　8/19(火)～8/31（日）
　ほっこりと温かい雰囲気の動物の絵柄が特徴な作品。器やオブジェなど。
●小林　悠介　9/2(火)～9/15(月・祝)　　
　笠間の作家。陶のライトや洗面ボウルなどインテリア作品などを展示予定。
●落合杜寿子　「落合杜寿子　作陶展」　9/17(水)～9/28(日)　
　益子の作家。登り窯ならではのこだわりぬいた作品を展示予定。
●天気輪工房　「天気輪工房　二人展」　9/30(火)～10/13(月・祝)　
　笠間の作家。宮澤厚夫・鈴木玲子夫婦による２人展。象嵌の技法で描いた作品。

◆Glass Gallery SUMITO　問／tel 0296-72-2104
●【グラス】、【酒器】  LOVE （大好き）
　第１部　7/5（土）～7/27（日）
　貴島雄太朗　岩瀬明子　土屋章
　安本善博　時澤真美　坂田裕昭
　第２部　8/9（土）～8/31（日）
　橋村大作　塚村剛　早崎志保　伊藤ナツキ
　月岡怜　伊藤仁美　松本大督
●飯野夏実・田子美紀　2人展
　9/13日（土）～9/28（日）

笠
間
フ
ァ
ン
倶
楽
部
／
協
力
店
情
報

笠間市役所 商工観光課 （笠間ファン倶楽部事務局）
〒309-1792 茨城県笠間市中央三丁目2番1号
TEL 0296-77-1101　FAX 0296-77-1146
E-mail　kasamafan@city.kasama.ibaraki.jp

笠間ファン倶楽部＊会員募集中＊
笠間ファン倶楽部は、笠間の隠れた情報を発信し、交流人（外の眼）
が多くの笠間人（内の眼）とふれあえる場をつくる新しい仕組みです。
ぜひ皆さんお申し込み下さい。   ※無料会員と有料会員があります。

←笠間のいな吉ブログはこちら
　観光・イベント情報や様々な取り組みなどを配信中！　

メールの際にはタイトルに
「笠間ファン」と記載してください。

　美しく咲き誇る季節の花とハーブの庭園で知られる「フラワーヒル 花ぞの」で

は、６月中旬から９月初めまで、太陽をいっぱい浴びてまんまるに実ったブルー

ベリーが収穫されています。今回紹介するのは、この採れたてのブルーベリーを

使った手作りジャム。新鮮なブルーベリーのフレッシュなおいしさで、ツブを残

した食感により果実本来の味が楽しめます。ジャムは直販のほ

か、笠間クラインガルテンの売店で販売中です。

　園内にはガーデンハウスがあり、

この時期、フレッシュブルーベリー

を炭酸水で割ったブルーベリー

ジュースやアイスハーブティーがお

すすめ。メニューはほかに、手作り

のシフォンケーキやチーズケーキ、

新鮮野菜をたっぷり使った各種ラン

チなどがあります。フラワーアレン

ジメント教室やプリザーブドフラ

ワー教室も開催しています。

フラワーヒル 花ぞの
住／茨城県笠間市上郷971
tel／0299-45-4156　休／水曜日
HP／www.geocities.jp/nishiyama971
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　笠間すばらしい…と実感。まだまだ奥深い笠間を散策し、ふ
らーっとこられるような、そんな身近な笠間を見ていきたい。何度
でも来たくなる笠間。ゆっくり訪れてみたい。　（福島県・女性）

　笠間は、風景や空気、住んでいる人、全体の雰囲気がとってもよ
くて大好きです。笠間ならではのまちづくり、がんばってくださ
い！応援しています。　　　　　　　　　　　　（笠間市・女性）

　今回の体験事業は、春の味覚・たけのこを楽しむ企画。

４月下旬の春空のもと、集合場所の笠間クラインガルテン

から、たけのこ掘りをしに近所の竹林へ。参加者の方の多

くがたけのこ掘り初体験。先生のお手本を見ながらそれぞ

れくわを握り、「先生は簡単そうに掘るけど、案外たいへ

ん！」「とれたては良い香りがする」などなど、収穫を楽し

みました。その後、笠間クラインガルテンにてバーベキュー

をしたり、こだわりおこわを作ったりと、たけのこを美味

しくいただきました。

　たけのこ掘り指導とたけのこ提供には、池田さんご一家

（文夫さん・志保さん・文徳さん）に、たけのこ調理指導には、

古木さんご夫妻（博明さん・照子さん）にお世話になりました。

参加者のみなさん、おつかれさまでした！

　次回の笠間ファン倶楽部体験事業も、お楽しみに。

　先日「陶炎祭」に家内と行ってきました。あいにくの雨天気でし
たが、イベント最終日ということもあり、シニア世代の方々はもち
ろん、ファミリー層、そして若いカップル＆グループも多く見受け
られ、みなさん楽しそうな表情をしていました。私も作家さんそれ
ぞれの個性あふれる作品を楽しみました。笠間には、笠間焼、笠間
稲荷神社をはじめ、多くの観光資源があります。日本中からたくさ
んの人が笠間に来てくれるといいですね！　　　（東京都・男性）

飯野夏実・田子美紀  ２人展
（Glass Gallery SUMITO）

笠間のいなり寿司
推進キャラクター
笠間特別観光大使
「笠間のいな吉」®
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【グラス】、【酒器】 LOVE（大好き）
（Glass Gallery SUMITO）

マイセン磁器製作所
「庭師の少年少女」  19世紀後半

笠間ファン倶楽部フェイスブックページをご覧ください
笠間ファン倶楽部のイベント情報や笠間市の観光情報、特産品の情報など、笠間市の
楽しい情報をタイムリーに皆様にお知らせしていきたいと考えています。
ぜひご覧の上、「いいね！」または「シェア」をお願いします。

◀笠間ファン倶楽部facebookページURL
　http://www.facebook.com/kasamafan

▲笠間観光協会FacebookページURL
　https://www.facebook.com/kasamakankou

岸田劉生 「村娘之図」

春らんまん☆たけのこ祭り

か　　さ　　ま　　ア　　ー　　ト　　情　　報

問／tel 0296-70-0011茨城県陶芸美術館

問／tel 0296-70-1313笠間工芸の丘

問／tel 0296-72-2160笠間日動美術館

その他美術館／ギャラリー情報

ブルーベリージャム（150g 480円）
見つけた！笠間のおいしいもの

F A N  F A N  K A S A M A

食の逸品

春らんまん☆たけのこ祭り
笠間ファン倶楽部体験事業報告
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群馬県

栃木県

茨城県

北関東自動車道

北関東
自動車道

常磐自動車道

至 三郷

至 東京

至 東京

至 いわき

茨城空港北IC

茨城空港

茨城町JCT

友部JCT

至 仙台

至 長岡

笠間西ICまで90分

笠間西ICまで35分

三郷JCTから岩間ICまで40分

GUNMA

TOCHIGI

IBARAKI

JR常磐線

友部
スマート
IC岩

間
IC

水戸IC
笠間西IC

笠間PA

JR水戸線

水戸

至 東京

至 上野

新前橋

小山

宇都宮

笠間 友
部

友部IC

岩
間

JR常磐線

KASAMA
笠間

発行日／2014年6月19日　発行元／一般社団法人 笠間観光協会　〒309-1611 茨城県笠間市笠間1357-1　TEL 0296-72-9222　http://www.kasama-kankou.jp/

笠間が好きなひと。応援したいひと。この指とまれ！

http://www.city.kasama.lg.jp/fanclub/

陶人形のランプの光に囲まれてお茶をいただ
いたり、初めての方でも土の事を学びながら
楽しく創作体験できるプランです。
小林さんご夫妻からのメッセージ「木々の香
り、木漏れ日、鳥のさえずりを感じながら、
私たちの工房で心ゆくまで陶芸を楽しんでい
ただきます。初心者の方も経験者も丁寧にサ
ポートいたします」
旅行代金…8,600円～9,800円（タクシー付き）
出　発　日…火・土・日・祝旅行プラン

アロマランプを作ろう！
詳しくは　 ☜ものつくり体験／コースNo.14－0118

夏のイベント情報（夏祭り情報　ほか）
食の逸品「ブルーベリージャム／フラワーヒル花ぞの」
笠間ファン倶楽部体験事業報告
かさまアート情報　　我らは笠間応援団！ 　ほか

笠間昔話「大黒石」
石の百年館～稲田エリア特集
マイ猪口倶楽部

表紙写真（上段）笠間のまつり・光のオブジェ（ねぶた）＆神輿パレード、灯籠流し　（下段）十六夜まつり、石の百年館、笠間稲荷神社・茅の輪くぐり
表紙写真提供（敬称略）桜井ケイシ（右上）／フォトコンテスト応募作品より

東京方面から
上野→（JR常磐線・特急65分）→友部→
（JR水戸線10分またはかさま観光周遊バス10分）→笠間
上野→（JR常磐線）→岩間→（JR常磐線6分）→友部→（JR水戸線10分）→笠間
東北方面から
郡山→（JR東北新幹線80分）→小山→（JR水戸線60分）→笠間
→（JR水戸線10分）→友部→（JR常磐線6分）→岩間

電車からのアクセス

高速道路からのアクセス

東北自動車道

関
越
自
動
車
道

栃木都賀JCT

岩舟JCT高崎JCT

笠間観光協会HP　検索

　茨城県デザインセン

ターというところは、

県商工労働部の事業で

県全体のデザイン振興

とレベルアップの目的

で設置された機関で、

ひたちなかテクノセン

ター内にあります。事業内容はセミナーやワーク

ショップを開催するデザイン・ラボや、県レベルの

グッドデザイン顕彰制度である「いばらきデザイン

セレクション」とデザインフェア、様々なデザイン

に関する悩み事に我々デザインコーディネーターが

お応えするデザイン相談など、デザインサイドから

多角的にビジネスを支援しています。

　その中のプロモーション活動の一つである「いば

らきデザインフェア」を、2011年から毎年、笠間

市にある茨城県陶芸美術館において開催しています。

　ご存じのとおり笠間市は多くの観光客を集めてい

る県内有数の文化都市であり、そんな土地柄から茨

城のデザイン文化の情報発信する、というのはひと

つあると思ってやっております。

　今年度は来年になってしまいますが、2015年1

月24日から2月1日まで、前述の県陶芸美術館の県

民ギャラリーで開催いたします。（東京など他の場

所でも開催予定）

　同じ2011年からですが、県内の素敵なデザイン

スポットを紹介するガイドリーフレット「いばらき

デザイン巡り朱印帳」というものも毎年発行してい

ます。これはスタンプラリー帳にもなっていて、訪

れたスポットで印を押してもらってコレクションを

増やし旅の思い出とするもので、一部でひそかに

ファンをつかんでおります。

　毎年ちょっとずつテーマを変えているのですが、

2013年バージョンでは古民家をリノベーションし

たカフェなどを中心に掲載して、笠間市では土師に

ある「栗の家」、下市毛の「笠間の家」を紹介しました。

　「栗の家」は知る人ぞ知る、築100年余の古民家

カフェで（という軽いものではない感じですが）、そ

の筋では第一人者である建築家の降幡廣信氏が、

元々もっている古民家の良いところをそのままに、

現代の生活にマッチさせて微に入り細に入りデザイ

ン設計されています。その方の勉強をされている方

は必見です。また、柳宗悦氏創設の日本民藝館で、

民藝運動を間近に見てこられたオーナーの、骨董品

や民芸品に対する審美眼は本当に高尚で、空間と調

度品の織りなす重厚なハーモニーは、まず他では体

験できないところだと思います。

　「笠間の家」は建築界のノーベル賞とも言えるプ

リツカー賞を2013年に受賞した伊東豊雄氏の40歳

のときの個人住宅作品で、いろいろな経緯のあと笠

間市が建設当時に復元して、多目的施設として一般

に開放しています。天井面の特徴的な造形と空間の

ブロック構成で、空気と光がたおやかに動き出すよ

うなデザインに、世界的な建築家となった伊東氏の

若い情熱が感じられる作品に、素人考えですがなっ

ているかと思います。

　個人的に茨城県の一番の観光資源は、刻一刻と表

情を変える広々とした空だと思っているのですが、

笠間は吾国・愛宕山塊のなだらかな山容がつくるス

カイラインが本当に素敵だなあと訪れるたびに思い

ます。まだ登ったことはないのですが、ハイキング

コースはいつか登ってみたいと思っております。

　まだまだ行ったことないけど行ってみたいところ

が満載の笠間は、自分を惹きつけてやまない場所の

一つです。

高速バス（関東やきものライナー）からのアクセス

東京方面から
秋葉原駅→（110分）→笠間手越→やきもの通り→笠間駅前
→笠間稲荷神社入口→笠間ショッピングセンター
※大人片道 1,300円×2枚（2,600円）
　片道のみの場合　大人1,500円　小人750円

いばらきデザインセレ
クションに選定された
なかから、訪れてみた
いお店やスポットを中
心に掲載。オリジナル
スタンプが楽しい。

いばらき
デザイン巡り
朱印帳

魅 力 満 載 の 笠 間 中山 宇生

K A S A M A  F A N

笠間へのアクセスAccess
JR東北本線

JR両毛線
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茨城県デザインセンター
デザインコーディネーター
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